
 

 

第１回三重県中小企業・小規模企業振興条例改正に向けた有識者会議 概要 

 

１． 日時 ： 令和８年９月１１日（金）１０：００～１２：０５ 
 

２． 出席者 

  ［委員］ 

青木座長、滝澤委員、生駒委員、河原委員、西澤委員、川野委員、世古委員、 

西岡委員、山川委員      

※滝澤委員、川野委員、山川委員は Web 出席、青木委員を座長に選任 

  ［オブザーバー］ 

三重県商工会連合会、三重県商工会議所連合会、三重県中小企業団体中央会、 

三重県信用保証協会、三重県信用金庫協会 

  ［三重県］ 

知事、雇用経済部長 
 

３． 主な委員意見 

［中小企業・小規模企業が果たす役割・意義について］ 
 
・中小企業・小規模企業は、地域課題の解決につながるような事業活動や社会 

貢献を行うなど、社会的価値を提供する存在である。 

・経営者は事業の社会的な必要性を真剣に考え、社会的存在価値と経済的価値 

の両立に取り組む必要がある。 
 

［経営力の維持・強化（稼ぐ力の向上）について］ 
 
・事業モデルの高度化（事業統合や生産性向上）が必要である。また、創業、事業 

承継、廃業を円滑に進めることは、地域の新陳代謝と産業構造の転換・刷新に 

つながる。 

・イノベーションを起こし新しい価値を創造していくことが重要である。経営者の 

学ぶ意欲の向上につなげるため、経営者の刺激となるようなイベントを開催す 

ることも必要である。 
 

［支援機関の体制維持・サービス向上］ 
 
・支援内容が多様化・複雑化していることから、商工団体の経営指導員は自身の 

スキルアップに努める必要がある。また、商工団体間において、支援の状況に 

違いがあることから、足りない部分を他の商工団体に頼るなどして取り組んで 

いく必要がある。 

・経営資源が限られる小規模企業には、支援機関の伴走支援が重要である。 

支援機関には、経営者の気づきを生む伴走者としての役割が求められる。 


